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お
楽
し
み
会

ク
リ

ス
マ

ス
を
前
に

藤
田

幼
稚
園

１２月フ日藤田幼稚園で「お楽し み

会」が開催されました。園児自らが

出し物を考えた、劇や歌、合奏、ダ
ンスなど、のびのびと演技する姿は、

健やかなる成長をうかがうことがで

きます。親子で踊る「ジングルベル」
のあと、サンタクロ ースが登場、プ

レゼントが園児一人ひとりに贈られ

ると 、子どもたちは満面の笑みと な

りました。

国見町表彰式………………………………………２

民生・児齒委員に委嘱状…………………………４

市町村ａ 併シンポジウム…………………………５

１１月のグラビア……………………………………８

インフォメーション……………………………１２

生涯学習つうしん………………………………1４



永
き
献
身
的
活
動
を
た
た
え

平

成
十

三
年

度
国

見
町
表

彰

式
が
ト

ー
月
二
十

二

冂
挙
行

さ

れ
。

こ
れ
ま

で
献

身
的

な
活

動

に
よ

り
、

国
見
町

発

展
に

大
き

く
貢
献

さ

れ
た
卜

三

名
が
表

彰

さ
れ
ま

し

た
。

こ
の

ほ
か

、
条

例
等

に
基

づ
き

一
名

の
方

が
追

彰
さ

れ
て

お
り
ま

す
。

式
で

冨

永
町
長

は

「
献
身

的

な
ご
努

力

と
普
段

の

ご
労
苦

、

そ
し
て

活
動

を
支

え
て

い
た

だ

い
た

ご
家

族
に

、
心

か
ら

敬
意

と
感

謝
を
申

し
上

げ
ま

す
。

今

後
と

も
豊
富

な

識
見

と
経
験

を

も
っ
て

、

な
お

一
層

の
ご
支

援

ご
鞭

撻
を

賜
り
ま

す
よ

う

お
願

い
申
し

上

げ

ま
す

。
」
と
式
辞

を

述

べ
、
一
人

ひ

と
り

に
表
彰

状

と
記
念

品

を
贈
呈

し
ま

し
た

。

宮
前

弘

県
北
地

方
振

興
局

長
と

佐
藤

忠
美

議
長

の

祝

辞

の
後

、
受
賞

者

を
代
表

し
て

野
村

和
夫

さ

ん
が

「
こ

の
感

激
を
忘

れ
る

こ
と

な
く

、
町
発

展

の
た
め

、

微

力
を

捧
げ

る

所
存
で

す
。
」
と
謝

辞
を

述

べ
ま
し

た
。

町
の

表
彰

は

。
昭
和

四
十

二
年
以

来

、
町

の
発
展

と

町
民

福
祉

の
向

上

に
貢
献

さ
れ
匸

顕
著
な

功
績

の

あ
っ
た

方

々
を
永

く
顕

彰
す

る
た

め
毎

年
行

わ

れ
て

い
ま
す

。

国 見 表 彰 式



晴れの

受彰者

功
労

表
彰
’

野

村
　

和

人
ｊ
　
（
教
斤

振
興

）

嘔

成

元
年

よ
り

教

育
委

員
会

委
貝

と
し

て

、
町

教

育
振

興
に

尽
力

さ

れ
ま
し

た

。

熊
坂

古

兵
衛
ｊ

｛

納
税

振
興

｝

胚
成

。兀
年

よ
り

内

谷
東
納

税

貯

蓄
組

合
畏

と
し

て

、
納

期
内

完

納
の

促
進

、
納

税

意
廠

の
高

揚

な
ど

に
尽

力

さ
れ
ま

し

た
。

宍
戸
　

昭
造
丿
　

一
林
業

振
興

｝

昭

和

六
ト

ー
年

よ

リ
石
母

川

財

産
区

議
員

と
し

て

、
林

業
振

興

に
寄

与
さ

れ
ま

し

た
。

佐
久
川
モ
ト
ー
　
｛
社
会
福
祉

｝

昭
和
六
ト

ー
年
よ
リ
民
生
児

童
委
員
と
し
て
老
人
福
祉
の
向

上
。
保
護
世
帯
の
更
生
指
導
な

ど
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

斎
藤
　
洋
ｒ

ｊ
　
（
社
会
福
祉
）

昭
和
六
十
一
年
よ
り
民
生
児

童
委
貝
と
し
て
老
人
福
祉
の
向

上
、
保
護
世
帯
の
更
生
指
導
な

ど
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

松
浦
　
昭
三
μ
　
｛
社
会
柵
祉

｝

昭
和
六
十
二
年
よ
り
石
母
田

原
国
民
年
金
糾
合
長
と
し
て
、

年
命
未
加
入
者
の
防
止
、
納
付

勧
奨
な
ど
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

近
久
さ
き
７
ｊ
　
一
保
健
衛
生
）

昭
和
五
十
八
年
よ
り
平
成
十

兄
年
ま
で
母
子
保
健
推
進
委
員
、

健
康
推
進
貝
と
し
て
。
保
健
術

化
の
向
ｈ

に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

内
池
　
和
ｆ
ｊ
　
（
自
治
振
興
）

昭
和
六
十
年
に
よ
り
今
年
三

月
ま
で
行
政
相
談
委
貝
と
し
て
、

住
民
と
行
政
の
パ
イ
プ
役
を
努

め
ら
れ
自
治
振
興
に
寄
―
さ
れ

ま
し
た
。

木
村
　
正
義
？
　
　
｛
消
　
防

｝

昭
和
四
十
七
年
よ
り
現
在
ま

で
消
防
団
員
と
し
て
。
地
域
消

防
・
防
災
・
防
犯
等
に
努
め
地

域

住

民
の

生
活

安
定

に
尽

力

さ

れ
ま
し

た
。

佐
藤
　

畊

雄
勁
　
　

｛

消
　

防

｝

昭

和
四
十

七

年
よ

り
現

在
ま

で

消

防
団

貝
と

し
て

、
地

城
消

防

・
防
災

・
防

犯
等

に

努
め
地

域

住

民
の

生
活

安
定

に
尽

力

さ

れ
ま
し

た

。

横
山
　

孝

夫
ｊ
　
　

（
消
　

防

）

昭

和
四

十
七

年
よ

り
現

在
ま

で

消

防
団

貝
と

し
て

、
地

域

消

防

・
防
災

・
防

犯
等

に

努
め
地

域

住

民
の

生
活

安
定

に
尽

力

さ

れ
ま
し

た

。

戸

川
　

貞
子
ｊ
　
　

（
寄
　

附

）

国

見
町

振
興

に
寄

与

す
る

た

め

貴

服
な

土
地

を
寄

附

さ
れ

ま

し

た

。

《
追
　

章

》

阿

部
　

松
夫
ｊ

（
自

治
振

興

）

永
き

に
亘

り
町

内
会

長

を
は

じ

め
文

化
財

保
護

審

議
会

委
員

な

ど
、

町
と

の
相

互
連

絡

を
図

り

、
円

滑
な

町
政

進
展

に
尽

力

さ

れ
ま
し

た

。（
平

成
十

三

年
ト

ー
月
十

五
日

に
逝

去

さ
れ
ま

し

た

。
同

日
表

彰

）

善
行
表
彰

新
井
　

玄
龍
ｊ
　
　

（
寄
　

附

）

将
来

を
担

う
子

ど

も
た

ち
の

た

め
に

と
。

大
枝

小
学

校
へ

地

域

放
送

シ
ス

テ

ム
一
式

外

を
寄

附

さ
れ

ま
し

た
。

謝辞を述べる野村和夫さん



新
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
委
託
状

国

見
町

担
当

の

民
生

委
員

・

児
磑

委
員

の
任

期

が
満

了
し

た

こ
と

に

伴
い

、
十

二
月

三
日

、

新
た

に
選

任

さ
れ

た
三
十
一
一
人

の

委
員

に
冨
永

町

長
か

ら

委
嘱

状
が

交
付

さ

れ
ま

し
た

。

委
嘱

状
の

交
付

を

受
け

た
の

は

、
再

任
さ
れ
た
菊
地
ｆ
助
さ
ん
ら
二

十
六
人
と
新
任
の
岩
野
和
子
さ

ん
ら
六
人
の
三
卜
二
人
。

民
生
委
員
は
、
社
会
福
祉
の

増
進
の
た
め
に
地
域
の
人
々
の

生
活
状
況
を
把
握
し
、
援
助
を

必
要

と
す
る
大
が
自
立
し
た
生

活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
。

相
談
、
助
々
‥
、
愉
報
の
提
供
等

を
行
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
町

や
町
社
会
福
祉
協
議
会
。
そ
の

他
社
会
福
祉
関
係
機
関
が
行
う

業
務
へ
の
協
力
な
ど
も
行
い
ま

す
。
ま
た
、
児
童
委
員
と
し
て

は
、
ｒ

供
た
ち
や
妊
産
婦
の
生

活
環
境
の
把
握
や
保
護
、
保
健

そ
の
他
福
祉
に
関
す
る
情
報
の

提
供
や
援
助
、
指
導
等
を
行
い
、

民
生
委
員
が
そ
の
職
を
兼
ね
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
。
近

年
の
児
呶
虐
待
等
の
社
会
問
題

を
背
景
に
、
専
門
的
に
児
鹿
委

員
の
活
動

を
援
助
協
力
す
る
主

任
児
礒
委
員
二
名
も
委
嘱
さ
れ

て
い
ま
す
。
民
生

委
貝
、
児
嗷

委
員
と
も
厚
生
労
働
大
臣
が
委

嘱
し
、
任
期
は
平
成
十
三
年
卜

二
月

。
日

か
ら
三
年
問
で
す
。

交
付
式
の
後
に
行
わ
れ
た
民

乍
児
礒
委
八
協
議
会
で
、
会
長

に
菊
地
嘔
助
さ
ん
、
副
会
長
に

佐
久
間
モ
ト
さ
ん
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

委嘱状の交付をうける民生・児童委員の方々

退
任
は
モ
ミ
澤
さ
ん
ら
六
人

今

期
限

り
で

委
員

を

退
任

さ

れ
た

前
民

生
児

童

委
員

協
議
会

副

会

長
桜

澤
卍

さ

ん
ら

六
人

に
、

冨
永
町

艮

か
ら

感
謝

状

と
記
念

品
が

贈
ら

れ
ま

し
た

。

【
退

任
者

】
桜

澤
卍

さ
ん

、
渋

谷

愛

’ｒ
さ

ん
、
齊

藤
光

夫

さ
ん

、

村

上
金

卍
さ

ん

、
谷
津

智

恵
さ

ん

、
山

崎
ヤ

イ

さ
ん

国見町担当民生委員・児童委員
任朋：平成13年12月１日～平成16年11月30日

氏　　　 名 � 廻 当 地 区 � 電 話

小 坂 精 一�小坂．太田川 �585･2706

野 村 ト モ�前田．板橋 �585-2198

浅 野 やへ子�泉田上、中、下 �５８５･2 日 75

羆 坂 文 夫�鳥取、内谷西、東 �585-4080

岩 野 和 子�駅前 �585 ･ 255

近 霞 時 子�大町南 �585-2095

小 西 繻 子�大町北、雛司 �585-2187

松 浦 恵 一 �本町、鶇町 �585-2063

石 凧 さよ里 �富言1笥．沢田、藤田光陽 �585･2243

佐久間　　巖 �宮町北、藤田宮前 �585-2203

武 田　　勲 �官柬、町東 �585-407

佐 藤 正 子�石毋田東、衰．北、上野�585 ･ 320

菊 地 平 助 �石毋田原、西 �585-47
吉 田 ウ メ �山瞬北、舘 �585-241 ｰ

西 田　　棯 �滝山、小林．山崎耕谷 �585-230

三 瓶　　茂 �小舘、富前、宮舘 �585-

氏　　　 名� 担 当 地 区 � 電 話

斎 藤 洋 子�刄系山西．北 �585 ･ 2416

菅 野 柵一郎�源宗山東、大坂 �5 日 5 -4005

佐久閾 モ ト �第1.第2 �585-4 ﾌ

百 田 聨 基�第３．第4 �585 ･ 37

八 巻 忠 一�徳江北、第７ �585-4058

佐 藤 広 昊�購８、第９ �585-2851

佐久間 フ ミ �第10.第11、第12 �585-4018

佐 藤 正 雄�貝田 �585 4633
中 山 恭 子�光明寺，罵城3・4班 �585-5898

松 浦 ひろ子�大木戸、高城5・6班 �585-3774

村 上 昌 子�山観、高城1・2班 �585 ･ 2340
一 一585-32

鈴 木 正 夫�原町、築膤、並柳

玉 手 登忠子�中部、北部 �57 ﾌ ･ 007

松 浦 輝 夫�川内 �585 288

本 田 林一郎�主任児・委員町内全域 �585-2 ｰ 75

安 田 節 子�主任児●委員町内全域 �5 日 5-

(取称輅)



市
町
村
合
併
を
共
に
考
え
る

全
国
リ
レ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
市
町
村
合
併
を
と
も
に
考
え
る
全
国
リ
レ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
2
0
0
1
1
N

福
島
」
が
、
＋
二
月
二
日
国
見
町
観
月
台
文

化
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
町
村
合
併
に
つ
い
て
討
論
が
行

わ

れ
、
パ
レ
ル
デ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
冨
永
武
夫
国
見
町
長

を

は
じ
め
、
国
、
県
及
び
住
民
の
立
場
か
ら
五
名
が
登
壇
、
町
づ

く
り
の
観
点
か
ら
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

市
町
村
介
併
に
つ
い
て
考
え

る
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
国

や
県
な
ど
が
主
催
し
、
各
県
ご

と
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
会

場
の
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
に

は
、
五
百
人
を
越
す
聴
衆
が
来

場
し
、
真
剣
に
討
論
を
見
守
り

ま
し
た
。

冒
頭
、
尾
辻
秀
久
財
務
副
大

臣
が
「
合
併
推
進
に
よ
り
、
新

世
紀
維
新
の
改
革
を
」
と
あ
い

さ
つ
、
川
手
晃
福
鳥
県
副
知
嘔

も
『
根
幹
を
な
す
問
題
、
町
づ

く
り
の
諭
議
を
』
と
述
べ
、
そ

の
後
、
今
野
順
夫
福
島
大
行
政

社
会
学
部
教
授
が
合
併
を
め
ぐ

る
現
状
を
報
告
し
ま
し
た
。

「
ふ
る
さ
と
の
未
来
（
あ
す
）

を
兄
つ
め
直
そ
う
」
を
テ
ー
マ

と
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
シ
ョ

ン
で
は
、
五
名
が
意
見
を
交
換

し
ま
し
た
。
こ
の
な
か
で
冨
永

町
艮
は
伊
達
地
方
の
広
域
行
政

へ
の
取
り
組
み
を
紹
介
し

「
合

併
の
理
念
、
目
的
を
明
確
に
し

な
が
ら
住
民
と
の
話
し
合
い
に

よ
り
、
自
己
責
任
自
己
決
定
に

よ
り
進
む
べ
き
』
と
意
見
を
述

べ
、
政
府
の
期
限
付
き
の
性
急

な
合
併
推
進
に
つ
い
て
は
、
疑

問
を
投
げ
か
け
ま
し
た
。

県
や
国
も
合
併
に
つ
い
て
の

基
本
的
考
え
方
を
説
明
。
ま
た
、

住
民
の
立
場
か
ら
は
「
な
ぜ
い

ま
合
併
な
の
か
、
住
民
の
声
が

反
映
し
づ
ら
く
な
り
の
で
は
」

と
の
声
や
「
も
つ
と
議
論
が
必

嬰
」
と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

今
野
教
授
は
「
合
併
は
将
来

の
町
づ
く
り
を
考
え
る
上
で
重

要

な

一
つ

の
手

法

。
こ

の
機

会

に
住
民

が

主
体

と

な
り

、
論

議

を

高

め

る
こ
と

が

重
要

」
と

ま

と

め
ま

し

た
。

質

疑
応

答
で

は

、『
合
併

特

例

法

』

の
期

限

に
つ

い
て

、
芳

山

自
治

行
政

局
長

は

「
期

限
延

長

は
考

え

ら
れ

な

い
」
と

述

べ
。

あ
く

ま
で

も

合
併

に
よ

る
優

遇

処
置

は
平

成
卜

七

年
三

月
ま

で

の
合

併

が
前

提
と

の
考

え

を
示

し
ま

し

た
。

市町村合併について討論する出演者（パネリスト）

【写真左から】 佐々木晃さん、誉田葉子さん、冨永武央国見

町長、川手晃福島県副知事、芳山達郎総務省自治行政局長

発言語録 (パネル ディスカッション)

司会（コーディネーター） 今野噸人福鳥大学行政社会学郎教授

・佐々木兄さん（だて青年会議所理事長･霊山町） 町に何でも頼む

のでなく､住民自らが主体に取り組む意識改革と､簡素な行財政運営

を.合併についてもっと論議が必要である．

・誉Ⅲ葉了さん（ボランティアひろせ青少年委員会委員艮･梁川町）

なぜ今.合併なのか､メリット･デメリットを明らかに､意澱を高める

ことが必要.私たちの声が伝わるか､これまでの町づくりの実績が失

われることが心阯

・冨永武人国見町長（伊達地方町村会長） 町村の区城を決めるこ

とは地方自治の根幹､地城のあリ方､住民生活に大きく影響を与える．

将来に悔いを残さないよう､みなさんと十分な話し合いが必嬰.地域

に何が必要か､叭なる数合わせでなく､あるべき姿､未来像､展望が圍

けた将来像が共有できれば､町民の方々の納得による姿が見えてく

るのでは.

・川ｆ兄福島県副知甲　自分たちの将来は自らが決めることが前提．

県は強権的に進めることはなく.皆さんの議紛に委ねたい、

・芳山達邸総務省自治行政局長 テレビも道路も無い時代から.様

変わりした現在､将来のビジョンにより､Ｓ年に】度の町づくりを謡

論いただきたい．



の
び
よ
う

の
ば
そ
う

青
少
年

青
少
年
健
全
育
成

推
進
町
民
大
会

国
兄
町
青
少
年
健
全
育
成
推

進
町
民
大
会
が
、
ト

ー
月
十
七

日
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
青
少
年
の
健

全
な
成
長
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

が
主
催
、
こ
れ
ま
で
健
全
育
成

に
貢
献
の
あ
っ
た
、
一
団
体
と

個
人
三
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

「
の
び
よ

う
　
の
ば
そ
う

む

少

年

」
を
テ

ー

マ
に

、「
わ

た

し

の

夢
」

と
題

す

る
作

文
発
尖

で
は

四
名

が
意

見

を
述

べ
ま
し

た
。

本
多

俊
晴

さ

ん
（

保
原

高

一
年

）
が

「
夢

の
実

現

を
目

指

す

と

と
も

に
、

い
つ

も
夢

を

持

ち

つ

づ
け

た

い
。
」
と

抱
負

を

述

べ
、

阿
部

康
嘔

さ
ん

（
藤

川
小

六

年

）
、
佐
藤

美
樹

さ

ん
（
県
北

中

三
年

）
と

保

護
者

の
立

場

か

ら

石
川

博
利

さ

ん
（

第
四

）

が

発

表
し

ま
し

た

。「
二
十

一

隰
紀

を

担

う
＆

少

年

育
成

に
向

け
家

庭

・
学

校

・
地
域

が

一
体

と
な

り

取
り

組
む

」

と
し
た

人

会
宣

言

を
採

択
し

閉
会

し
ま

し

た
。

表
　

彰
　

者

Ｏ

青

少

年
育

成
団

体

人
木
戸
地
Ｋ
推
進
協
議
会

○
青
少
年
健
全
育
成
功
労
者

村

上
　

命
£

（

山
根

）

齊

藤
　

光

夫
（

小
坂

）

五

卜
嵐
　

力
（

大
坂

）

記 念 講 演

大会終了後，福島大学青木

真哩助教授を講師に「子ども

とどうつきあうか」と題する

講演会が毘かれました。

大
枝
小
学
校

花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル

健
知
事
賞
に
輝
く

第
三
十
四
回
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、

組
合
立
大
枝
小
学
校
が
最
高
賞
の
福
島
県
知
事
賞
に

輝
き
ま
し
た
。
児
童
み
ず
か
ら
が
率
先
し
て
進
め
た

土
づ
く
り
な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
、
休
み

時
間
を
利
用
し
て
の
花
の
手
入
れ
に
よ
り
、
花
壇
や

校
庭
を
は
じ
め
、
プ
ラ
ン
タ
ー
、
鉢
植
え
な
ど
、
学

校
い
っ
ぱ
い
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

一
人
一
鉢

花
を
育
む

大
技
小
学
校
の
花
づ
く
り
は
、

落
ち
葉
を
集
め
腐
葉
Ｌ

づ
く
り

か
ら
始
ま
り
、
も
う
来
年
へ
の

準
術
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

パ
ン
ジ
ー
や
ペ
チ
ュ
ニ
ア
な
ど

開
花
時
期
に
よ
り
花
を
絶
や
さ

な
い
工
夫
を
し
な
が
ら
、
特
に

バ
ン
ジ
ー
は

こ

人
一
鉢
」
迎

動
と
し
て
、
児
童
一
人
ひ
と
り

が
、
人
切
に
介
み
ま
す
。

活
動
の
中
心
は
、
児
嗔
会
の

環
境
美
化
委
貝
会
。
上
づ
く
り

や
上
う
な
い
、
球
根
植
え
な
ど
、

み
ん
な
の
先
頭
に
な
り
、
準
備

や
花
の
匪
話
な
ど
を
指
導
し
ま

す
。
今
年
の
秋
か
ら
一
人
二
鉢

運
助
を
進
行
中
で
「
花
を
大
切

に
す
る
気
持
ち
を
人
切
に
育
ん

で
い
き
た
い
」
と
同
皎
で
は
話

し
て

い
ま
す
。

Ｈ
月
3
0日
贈
叭
の
県
知
事
賞

を
ｆ

に
す
る
環
境
美
化
委
員
会

の
佐
久
間
美
佳
さ
ん
（
６

年
写

真
左
）
と
松
浦
宏
美
さ
ん
（
６

年
写
真
右
）

広
報
‥日
月
穹
の
最
終
ペ
ー
ジ
下
段

「
小
さ
な
天
才
」
の
佐
久
間
さ
ん
の

「
パ
ン
ジ
ー
の
夢
」
は
花
づ
く
り
の

こ
と
を
書
い
た
も
の
で
す
。



税金や保険料、使用料の

納付は必ず期限内に!
町
で
は
、
町
税
な
ど
の
税
金
を
は
じ
め
、
水
道
、

住
宅
な
ど
の
使
用
料
、
介
護
保
険
料
な
ど
を
徴
収
し

て

い
ま
す
。
納
税
は
国
民
の
義
務
で
あ
り
、
皆
様
か

ら
負
担

い
た
だ
く
使
用
料
は
公
的
事
業
を
運
営
す
る

た
め
の
大
切
な
財
源
で
す
。
日
頃
か
ら
納
付
の
た
め

の
資
金
手
当
て
に
心
が
け
、
必
ず
期
限
内
に
納
入
く

だ
さ
い
。

期
限
に
遅
れ
ま
す
と
、
督
促
状
な
ど
に
よ
り
促
し
、

最
終
的
に
は
厳
し
い
処
置
（
左
記
の
と
お
り
）
が
と
ら

れ
ま
す
の
で
注
意
く
だ
さ

い
。

こ
れ
ら
は
、
税
及
び
負
担
の
公
平
性
を
保
つ
た
め

の
も
の
で
、
法
律
や
条
例
等
に
基
づ
き
行
わ
れ
、
原

則
と
し
て
納
付
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
な

お
、
災
害
や
病
気
な
ど
の
特
別
な
事
情
で
ど
う
し
て

も
納
入

が
困
難
な
場
合
は
、
各
担
当
窓
口
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

便利で確実な口座振替を
町税 をはじ め各極 使用料な ど便利で 確実

な口座振 替に よる納 付をお 勧めしてい ます。

申込みは 、 預金辿 恨、 印鑑（ 届出印 ）を持

って、 役場税 務課又は 町内の 金融機関 お申

し 込み ください。 翌 々月の納 期から引 き落

としさ れます。

公平性を保つため
滞納には厳しい処置が

町では税金や各裲使川料を適 正に納 人した方が不

利益にならないよう、滞納解消にむけ取り緡んでt呟す一

納圍眼に遅れると。督仇1状の送付や電話での催告、

自七 訪川などにより納 人を促します。 それでも納入さ

れない場合は、各調査の後次の処置がとられます｡

ｅ 固 勁 …滞納=占の給料や財産（不動産・動産・

電話加人榻・銀行頭金等）を差押え。さらに、その

財産を公売する等の滞納処分を行うこととなります。

（特に国保税は、| 年以上の湘納 があると保険 証の

返還などがあります。 詳しくは広報9j1 号3 ページを参

照卜さいｊ

上 下 水 道 使 用 料 … 使 川 停 止 。

延 宅 使 用 料 …辿帯 保賊 人との畆 談の 後、明渡

し請求等の処;呪

いずれの場 介も延滞 金が加算されます．

★問い合わせ　税金に関することは、役鳩税務課収納係

谷 585 -2780 まで、その他については担当課へ。

新様式による

確定申告書説
明 会

平
成
卜
四
年
一
月
（
卜
こ
一
年
分
巾
告
）

か
ら
所
得
税
の
確
定
巾
告
濳
が
新
し
く

な
る
の
に
と
も
な
い
、
福
鳥
税
務
署
で

は
新
様
式
の
記
繊
方
法
に
つ
い
て
、
次

の
と
お
り
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
実

際
に
申
告
書
を
作
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
場
で
確
定
申
告
膺
を
提
出
す
る
こ

と
も
可
能
で
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
出

席
く
だ
さ
い
。

黔確定申 告賁が 新しく ４

rわ かり やすく・町きやすい 申告

占 」を目指し 、所得 税確定申 告it｝

が改 訂さ れます. 新し い申 告μは．

Λ４ 版２枚で. 今 まで ６種 類あ つ
た様 式を ２楝垣に 統合し、より分

かり やすく なり ました｡ 新様式･

ｆ引きのなどは税務署､役場税務
課窓口でご覧いただけますので。
お気軽に申出ください。

確定申告書説明会

【営業･農業･ 不動産所得のある方】

平 成14年1月31日(木)9:30 ～12:()0

【給与所得者･年金受給者】

平成14 年1月28日(月)9:30 ～12:00

平成14年1 月31日(木)13:30 ～16:00

※会場はいずれも観月台文化センターです。

◆持参するもの

源 泉徴収票をはじ め 。各種保険料の支 払

い証明 書など 。例年税務申 告に必要なもの。

また､口座番号や印 鑑｡及び電 蠹や筆記用匐。

◆ 参加希望の方は｡ 直接会場までお越しくだ

さい｡なお､伊達･ 桑折･国見が対象区域です。

★お問い合わせ

福島税務署個人課税第一 部門

7?　534 ｰ 3121 ､代表)

国見町役場　 税務課　 課税 係

7?　585 ｰ 2778 〔 直通〕



11月の

クラ
ビ ア

給食配食サービス

网 では11月23日､24日の両日.ﾜ5歳

以 上のひとリ髫らし 高齢者76世帯 、80

歳Ｕ上の高齢者のみの ９世帯を対

象に 、給食配食サービ スを実施し ま

し た．高齢者福祉サービスの充実と

給食センターの有効活用を図るため

のもので ．今年の３月に続き ２回目

となります．給食センタ ーで調理さ

れた手作りの弁当は ．网民生児童委

員の方々の手から 各家庭に届けられ

まし た、

ふくしま駅伝 町の部31位

白5可市 から福島市 までの16区間｡95.4'

。を一本の タスキをつな ぎながら駆け

ぬける｢ ふくし ま駅伝｣。今年で12回目の

出場とな った国 見町チ ーム｡16人のラン

ナーたちは 。力いっぱい晩秋の福島路を

ひた足り まし た。結果は 。総合成績で49

位 。网の 郎で31位でし た。

健
康
世
帯
・
健
康
高
齢
者
表
彰

医療 費は 年々増大する現状にありま す

が 、国民 健康保険加入世帯での無受診世

帯 。及 び老人医療該当者での無受診者を

表彰寸る 健康世帯・健康高齢者表彰式が11

月22日開 催されまし た。昨 年度医療機

関に か からな かった世帯は､23 年連続の

古田夕力さ ん く貝田）をはじめとする52

世帯で 。また健康高齢者は65名で す。

健全育成に寄与
柔道スポーツ少年団

11月21日 福島 市 で麗 催

さ れ た第24回 福島 県青 少

年 健 全育成 椎進 大会に お

いて ．国見町柔 道スポーツ

少年団 ぐ佐藤辰雄団長:Iが ，

福島 県 焉少 年健 全育成 県

民 会議会長表彰を受賞. 会長の佐藤栄佐久知

事より表彰状が贈呈さ れまし た．彎少年の但

全育成において. 他の植範となる団体とし て

の表 彰で､ 同柔道スポーツ少年団は創設以来20

年を超える活動により ．焉少 年の心と体の

健全なる育成に大きく 貢献さ れまし た．

明
る
い
街

づ
く
り
へ
東
北
電

力

街
路
灯
寄
附

東
北
電
力
福
島

営
業
所
で
は

「
明
る
い
街
づ

く
り
運
動
」
の
一
環
と
し
て

、
网
へ

街
路
灯
二

十
期
を
寄
贈
し

ま
し
た

。
地
域
社
会
の
安
全
・

防
犯
の
両
面
で
の
街

づ
く
り
を
一
又
援
す
る

こ
と

を
目
的
に
行
っ

て
お
り
、
十
一
月
二

日
に
は
菅
原
修
吾
所

長
ら
が
来
町
し
ま
し

た
。



小
坂
小
1
0
/
2
9
「
み
の
り
の
集
い
」

み
の
り
の
集
い
で
は
、
米
づ

く
り
で
お
世
話
に
な
っ
た
方
々

を
招
き
、
赤
飯
で
今
年
の
豊
作

を
祝
い
ま
し
た
。
蒿
麦
の
栽
培

も
大
成
功
、
藺
麦
打
ち
に
も
挑

戦
し
ま
し
た
。

秋の

稔りに

感謝

森江野小 11/22　収穫祭

字 年毎に、 餅つき、 けんち ん汁、

さつ まいものお 菓子と 分担し 、あ り

がとうの気持ちを込めて収穫祭を開催、

美味しい秋をいただきました。

藤
田
小

1
1
/
1
3
い
も
ほ
り

１

・
２

年
生

が
校
庭
の

一
角

を
利

用
し

、
栽
培
し

た

さ
つ

ま

い

も
の

収

穫
。
つ

る
を

た
ど
る

と

大
き
く

育
っ
た

姿
を

↑の
ら

わ

し
ま
し
た
。

大
枝
小

1
1
/
1
7
収
穫
祭

大
根
や
里
芋
な
ど
子
ど
も
た

ら
が
育
て
上
げ
た
野
菜
で
イ
モ

煮
づ
く
り
を
、
収
穫
し
た
お
米

で
餅
つ
き
を
し
て
は
、
秋
の
稔

り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

大
木
戸
小
1
1
/
1
7
収
穫
祭

世
界
の
稲
作
や
米
価
の
推
移
な
ど
研
究
成

果
を
発
表
、
四
台
の
ヤ
タ
イ
も
登
場
し
、
餅

つ
き
と
焼
き
い
も
で
収
穫
を
祝
い
ま
し
た
。

更 正 保 護 に 尽 力

佐 藤 俊 雄 气( 写真右)

佐 久 間 巌 气( 写1左下)

保

護
司

を
永

年
勤

め
た

功
績

に
よ

り

、
佐
藤
俊
雄
さ
ん
に

法
務
大
巨
表
彰

。

佐
久
間

霰

さ
ん
に

全
国
保

護
司

連
盟

会
長
表
彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
保
護
司

は
犯
罪

や
非

行
に

陥
っ

た
人
の

立
ち

直
り
と

。
犯
罪
予
防
活
動
に

よ
り
、
明
る
い

地
域
社
会
づ
く
り
の
た
め
、
法
務
大
臣

よ
り

委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。
佐
藤
さ
ん
は
二
十
年

周

．
佐
久
冑
さ
ん
は
十
八
年

余

に
わ

た
り
保

護
司
を

勤

め
て

お
り

．
十
一
月
二
十
八

日

福
島

市
に

お
い
て

表
彰

の
伝
達
が
あ
り

ま
し
た
．

県
北
地
区
保
健
衛
生
大
会
表
彰

十
・
月
二

十
九
日

。
川
俣
町

で
開
催
さ
れ
た
県
北
地
区
保
健

衛
生
総
合
大
会
に
お
い
て

。
当

町

よ
り
下
記
の

方
々

が
表
彰
さ

れ
ま
し
た

。
皆
さ
ん
は
网
生
活

環
境
推
進
咼

並
び
に
健
康
推
進

員
と
し
て

．
ゴ
ミ
減
霍
化
や
健

康
づ
く
り
な
ど
公
衆
衛
生
事
業

推
進
へ

匸
長
年
の
功
績
が
認
め

ら

れ
た
も
の
で
す
．

ま
た

、
献

血
事
業
へ
の

積
極
的

な
協
力
に

よ
り
清
水
製
作
所
（
株
）
へ

感

廁
状
が
贈
呈

さ
れ

ま
し
た
．

〈
公
衆
衛
生
功
労
）
◆
生
活
褒

境
推
進
員

＝
曜
田
忠
二
回

、
口・

野

忠
重
バ
．
村
上
一
郎
ノ
『

八

巻
俊
美
バ
◆

健
康
推
進
員

卜
‥
阿

郡
ま
さ
子

、
≒

菊
地
カ
ネ
ヨ
、匸

菊
地
シ
ミ
子

卜
、
佐
藤
和
子
、匸

佐
藤
サ
ツ

子
犬
≒

田
口
洋
子
バ
．

八

巻
イ
チ
子

卜
、
吉
田
チ
ヱ
、

‘

［
献
血
推
進
功
労
〉
清
水
製
作

所

・］
株
）
福
島
工
場



保健だより
保輯柵祉禪: 禪皿墹進係が(５!!.５)‘2  ｱ 83

インフルエンザに備えよう!

!
インフ ルエ ンザは鼻水、くしゃみ､ せきなどの か

ぜ症状 だけでな く、高熱、頭痛、筋肉痛などを引 き

起こす全身感染症です｡ 普通のかぜと比べて気管支

炎や肺炎など を合併し､ 重症化することが多いの も

特徴です。

予防の基本は、流行前に予防接種を受け るこ とです。 インフルエ ンザウイルスは湿気に弱いの で。室内で

は適度の湿度を保つ ようにし、また、外出時のマスクの着用や帰宅時のうがい、

手洗いはかぜの予防と併せてお勧めし ます。

インフルエ ンザ が流行するこの季節、健康管理 に注意しまし ょう。なお、町で

は65歳以 上の高齢者 を対 象に町内医 療機関におい てインフ ルエンザ予防接種を

自己負担1.  网円で受け られる ようになってい ます。ご活用ください。

育　児　教　室
該　 当　 児 � 実 施　日 � 受 付 時 間 � 会　　 場

平成13年７月～８月生まれの幼児 � ２月７日(木) � 午後１時l)分～午後２時 � 観月台
文化センター　

第１和室

(内容)☆身長･体重測定､調乳､離乳､予防接種などについて

(持参するもの)☆母子健康手帳を忘れずに！

乳　児　健　診

該　当　児　　　　　　実 施　日　　　　受 付 時 間　　　　　会　　場

:諮

読 点 灸:n
卜

二 こ ごﾆﾌ ま
． ・

毒 φ-

〈健診内容〉☆医師の指導､身艮･体重測定､飼乳､離乳､予防接種などについて

〈持参するもの〉☆母子健康手帳を忘れずに！

３歳児健診
該　 当　 児 実 施　日 受 付 時 間 会　　 場

平成10年９月IEﾖ ～

平成10年10月31日生まれの幼児
２月19日(火) 午後 一 時 15分～午後１時45分

観月台又化センター

大研修室

(健診内容)☆内科と纃科の医師の診尿。生活保健指導。視力・聴力検査などを実施します。

☆心理判定員による相談・指導･･･子育てに関する不安や悩み等、お気軽にご相談ください。

☆健診該当者には後日健診累を郵送します。

(持参するもの)☆母子健康手帳を忘れずに！

訓
子
で
膓
楽
し
く
料
環
を
つ
く
ろ
う
!
!

『
親
子
料
理
教
室
』
の
開
催

大
人
も
子
供
も
忙
し
く
、
な
か
な
か
家

族
そ
ろ
っ
て
食
事
を
と
る
こ
と
さ
え
難
し

い
こ
の
ご
ろ
で
す
が
、
だ
か
ら
こ
そ
食
事

の
時
間
を
く
つ
ろ
ぎ
と
ふ
れ
あ
い
の
場
と

し
て
、
ま
た
生
活
習
慣
や
健
康
づ
く
り
の

基
本
を
学
ぶ
場
と
し
て
大
切
に
し
た
い
も

の
で
す
。
さ
ら
に
’

親
子
で
食
事
づ
く
リ
‘

こ
ん
な
機
会
を
通
し
て
子
供
達
が
食
べ
物

の
こ
と
。
料
理
の
こ
と
、
さ
ら
に
か
ら
だ

の
こ
と
に
興
味
を
も
っ
て
く
れ
れ
ば
い
い

で
す
ね
。
休
日
を
利
用
し
て
、
親
子
で
一

緒
に
料
理
を
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時
／
平
成
1
4年
１

月
９
日
（
土
）

午
前
1
0時
か
ら

場
所
／
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー

栄
養
指
導
室

対
象
／
町
内
の
小
学
５

・
６
年
生
と

保
護
者
（
ま
た
は
祖
父
母
）

内
容
／
栄
養
士
に
よ
る
料
理
指
導

（
町
食
生
活
改
善
推
進
員
も
皆
さ

ん
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
）

定
員
／
1
5組
（
先
看
順
）

※
定
員
に
な
り
次
第
。
締
め
切
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
み
方
法
／
平
成
1
4年
１
月
1
5日
（
火
）

ま
で
。
役
場

保
健
福
祉
課
保
健
増
進
係

Ｓ
（
５
８
５
）
2
7
8
3
ま
で
電
話
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

年
末
年
始
の

緊
急
医
療
業
務

年
末
年
始
の
累
急
医
瞭
業
務
は
、
公
立

藤
田
総
合
病
院
で
2
4時
間
体
制
で
対
応
し

ま
す
。

公
立
藤
川
総
合
病
院

晋
一
ａ

８

・
ａ

ｉ

？
』
１

２

１



預金保護の範囲がかわります
現在｡金融機関が破たんした場合でも､ 私たちの預金は預金保険制度により全額保

護さ れていますが､定期預金などは平成14 年４月から､普通預金などは平成15 年４月

から､預金保護の範囲がI.OOO 万円までの預金とその利息にかわります。

預 金 等 の 保 護 の 範 囲

対

象

と

な

る

預

金

普 通 預 金
当 座 預 金 等

定期預金など[
瑟 犀 白゙グ]

外 貨預 金･ヒットなど

預金保険の対象外預金

全額保護

全額保護

全額保護

合算 し て 元 本 1 |功C 淤 と

まで と そ の 利 息 二 大|………l｡,’

嗣 阨ｉ 扁両 両翦扁

合算して

元本1  000 万円

までとその利息

万が一金融機関が破たんしても、1

 .000 万円までの預金は全額保護
されます。

そｎ以上は､金触機関の財匿の状況に応じて支拡わｎ ますバ カッ

トさｎることがあります〕

※一 金融機関あたりの保護さｎ る預金額I,OOO 万円は名

寄せによる預金者一人の額であり､複数の預金をしている

場合は吝預金を合計し｡また｡複数の支店に分けている場

合､ 全ての支店の預金を合計します。ただし､ 家族でもそ

れぞれの名義であれば､別々の預金者として扱われます。

詳しくは各金融 機関 にお問い 合わ せください 。

福島県からのお知らせ

求職活動中の方へ

福島県求職者緊急支援資金 パワーアップ1００

失 業して 求 職 活動 中 の 皆さ んを 対 象とし た融 資 を

行 ってい ま す｡ こ の ほど､ 融 資 限 度 額を 増 額し､ 融 資

利 率も引き下げるなど､より使い やすい 制度としました 。

◆ 利 用で き る方･･･原 則､ 企 業 倒 産ま たは 事 業 主 の 都

合 により 失業 した 方で､ 次 の 全 て の要 件 を 満 た す 方

○県 内 に居 住 する方

○失業後一年以内または雇用保険受給終了後6ヵ月以内の屶

○失 業 眄､ 世帯 の 生計 を 維持し てい た 方

◆ 資金 僻遠 … 求 職活 動中 に 必要と する 生活 資金

◆ 融資 条件･･･【〉限 度 額/  ｰ  00 万 円以 内t 〉利 率 ／年０.

７％( 別 途保 証料 0.7  % が必 妥｡ また､ ８０万以 上 は 連

帯 保証 人 が必 要)c) 返 済 期 間／５年 以内( 据 置1 年以

内)l 〉返 済 方法 ／元 利 均等 月賦 返 済

◆申 込 先 …福 昂県 労 働金 庫 の本 店 及び 各支 店

【問い ａ わ せ 】

県 庁 雇用 労政 課521  ｰ  7297

中小事業主の方へ

福島県緊急経済再生特別資金
厳しい環境におかれている中 小企業の皆さんを支

援するため､ 原則無担保で利用できる特別制度資金

を創設しました。

◆融資対象

[事業支援枠] 業種･業態の転換､業容の拡大等こ

れらに係る調査･研究･開発を行う中 小企業 者

[取引円滑 化枠] 倒産した企業と直接又は間接に

取引関係にある中小起業者

◆融資利率

[事業支援枠] 固定1  .7 %以内 変動1.1 ％以内

[取引円滑化枠] 固定1 .4 % 以ー内 変動1  .0 %以内

◆信用保証料･･･年0.6  %

◆取扱期限…平成16 年３月31 日

◆申込先…県内の普通銀行､信用金粛商工中金など

【問い合わせ】

県庁中小企業課052  ｰ  ｰ  7275



インフォメーション

募
　

集

幼
稚
園
児

平

成
十
四
年
度

に
入
園

す

る
園
児

を
募
集
し

ま
す
。

▼
対

象
児
童
・
：
平

成
八
年

四

月
二
日
か
ら
平

成
九
年

四
月

一
日
ま
で

に
生
ま
れ

た
児

童
▼
受
付
期

間
・：
十

二
月

十
九
日
か
ら

二
十
六

日

ま
で
（
午
前
九

時
か
ら

午
後

四
時
三
十
分

ま
で
。
）

▼
受

付
場
所
…
藤
田

幼
稚

園
及
び
森
江
野
幼

稚
園

▼

そ
の

他
…
◇
申
込

書
は
各

幼

稚
園
及
び
役

場
学
校
教

育

課
に
あ
り
ま
す

。
◇
印

か

ん
を
持
参
し
て

く
だ
さ

い
◇

制
服
注
文
も

受
け
付

け

ま
す
。

★
問
い
合
わ
せ

学
校
教
育
課

ｇ
（
５
８
５
）
2
8
9
2

藤
田
幼
稚
園

］`（
５
８
５
）
2
3
3
4

森
江
野
幼
稚
園

ｇ
（
５
８
５
）４
7
8
4

藤
田
保
育
所
園
児

平

成
十
四
年
度

に
入
所

す

る
園
児
を
募
集
し

ま
す
。

▼
対
象
児
童
・：
Ｏ

歳

（
平

成
卜
四
年

四
月

一
日
時
点

で
生
後
六
ヵ
月

）
か
ら

未

就

学
児

▼
募
集
人

員
・
：
八

十
人

▼
受

付
期
間
：
二

月

九
日
か
ら

二
十

一
日
ま

で

（
土
、
凵
、
祝
日

を
除

く
）

▼
受
付
場

所
・：
保
健
福
祉

課
福
祉
係

ま
た
は
藤
田

保

方
所

▼
持

参
す
る
も
の

…

印
か
ん
、
会
社

員
な
ど

の

給
与
所
符

者
は

平
成
十

三

年
分
の
源

泉
徴
収
溟

▼
そ

の
他
◇

保
育
時
間
…
午
前

八
時
三
十

分
か
ら
午

後
四

時
ま
で

。
た
だ
し
早
出
午

前
七
時

三
ｔ

分
か
ら
居
残

り
午
後
六

時
三
十
分
ま

で

も
行

い
ま

す
。

★
問
い
合
わ
せ

・
保
健
福

祉
課
　

福
祉

係

ｇ
（
５
８

５

）２

７
９
３

・
藤
田
保
育

所

″`（
５
８

５
）
2
3
7
4

町
の
奨
学
生

町

で
は

、
経
済

的
な
理

由
で
修
学
す

る
こ

と
が
困

難

な
方
に
無
利

子
で
奨
学

資

金
の
貸
し
付
け

を
し
て

い
ま
す
。
奨
学
資

金
に
は
、

在

学
中
に
借
受
け

る
修
学

資
金
と
入
学
時

に
借
受
け

る
入
学
支
度
資
金

の
二
つ

が

あ
り
ま
す
。

◆

修

学

資

金

▼

貸

付

額

（
月

額
）
◇
高
校
：
二

万

円
以

内
◇
高
専
…

一
万

五

千
円
以

内
◇
大
学
・・・
二
万

円
以

内

▼
貸
付
期
間

平
成

十

四
年
四
月
か

ら
最
短
修

学
期

閥

▼
返
還
方
法
・
：
卒

業

後
六
か
月
後

か
ら
十
年

以
内

。
無
利
子
◆
入

学
支

度

資
金

▼
貸

与

額

◇

高

校

・
高
専
…
ｔ

五
万

円
以

内

◇
人
学
・
：
ニ
ト

五
万

円

以
内

▼
貸
付
方
法

…
平
成

十

四
年
四
月
に
入

学
支
度

資
金

と
し
て

一
括

貸
付
▼

返
還

方
法
・
：
平
成

卜
四
年

四
月

か
ら
最
短
修

学
期
間

内

に
返
還
。
無
利

子
◆
募

集
人
貝
・
：
ど
ち

ら
の
資
命

も
若
干

名
◆
申
込

受
付
期

間

…
平
成
十
四
年

一
月
四

日

か
ら
十
五
日
ま

で
（
た

だ
し

、
土
、
日
を

除
く
）

◆
申

込
先
・
：
学
校

教
育
課

（
高
校
と
陥
専
の

進
学
予

定
者

は
、
中
学
校
へ

お
申

し
込

み
く
だ
さ

い
◆

そ
の

他
…

申
込
鉗
は
学
校

教
育

課

に
あ
り
ま
す

。

★
問
い

合
わ
せ

学
校
教
育
課

‥`（
５
８
５
）
2
8
9
2

お
知
ら
せ

お
忘
れ
な
く

家
屋
の
滅
失
届

固
定
資
産
税
は
、
毎
年

一
月
一
日
現
在
の
上
地
や

建
物
の
所
有
者
に
課
税
さ

れ
ま
す
。
特
に
家
屋
を
取

り
壊
し
た
場
合
、
滅
失
届

を
提
出

い
た
だ
か
な

い
と

引
き
続
き

課
税
さ
れ

る
お

そ
れ
が

あ
り

ま
す
の
で
、

忘
れ
ず

に
提

出
く
だ
さ

い
。

平
成
十
三

年
度
中
に
家

屋
を
取
り
壊
し

た
場
合
十

二
月
二
十

八
囗
ま
で
に
印

鑑
を
ご
持
参

の
う
え
、
税

務
課
ま
で
届
出

く
だ
さ

い
。

★
お
問
い
合

わ
せ

税
務
課
　
固
定
資
産
係

讐（
５
８
５
）
2
7
7
9

西
分
署
だ
よ
り

我

が
家
の
防
火
対
策

冬
到
来
、
寒
さ
も
一
段
と
増
し
こ
れ
か
ら
は
、
火

を
使
う
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

恐
い
の
は
『
火
災
』
で
す
。
火
気
の
取
扱
い
に
十

分
注
意
し
。
防
災
の
習
慣
を
身
に
つ
け
ま
し
よ
う
。

大
丈
夫
か
な
？
　
安

全
確
認

故
障
し
た
ま
ま
暖
房
器
具
を
使
う
の
は
危
険
で
す
。

お
か
し
い
と
感
じ
た
ら
、
点
検
確
認
を
。

給
油
は
灯
油
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
タ
ン
ク
の

藁
は
し
つ
か
り
閉
め
ま
し
よ
う
。

消
火

器
の
訪

問
販

売
・
点

検
に
ご
注
意
！

近
頃
、
消
火
器
の
不
適
正
な
販
売
や
点
検
で

、
高

額
謂
求
の
被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
消
防
署
の
方
か
ら
来
た
役
場
の
方
か

ら
来
た
な
ど
。
ま
ぎ
ら
わ
し
い
言
葉
を
巧
み
に
使
い

信
用
さ
せ
ま
す
。

消
防
署
。
役
場
で
は
販
売
・
点
検
な
ど
は

Ｉ
切
行

つ
て
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

伊
達
地
方
消
防
組
合
西
分
署

ｇ

５
８
２
－
3
1
9
0



職
場
の
悩
み
相
談
を

労
働
相
談

職
場
の
悩
み
、
困
り
ご

と
は
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま

な
い
で
何
で
も
お
気
軽
に

中
小
企
業
労
働
相
談
所
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

人
間
関
係
か
ら
解
雇
、

労
働
時
間
、
転
動
な
ど
労

働
条
件
に
関
す
る
こ
と
な

ど
。
労
働
相
談
委
員
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
い

た
し
ま
す
。
ま
た
、
地
方

振
興
局
に
お
い
で
い
た
だ

け
れ
ば
。
直
接
面
談
す
る

こ
と
も
出
来
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

労
働
相
談
フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル
　
0
1
2
0
－
6
1
0
1
1
4
5

（
携
帯
か
ら

は
0
1
2
0
－

６
１
０
－

１
６
７

）

に

せ
税
務
職
員
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

最
近
、
税
務
職
貫
の
名

を
か
た
り
、
税
金
を
還
付

す
る
等
称
し
て
、
家
族
の

動
務
先
や
電
話
番
４
な
ど

照
会
す
る
事
例
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

税
務
職
貝
が
電
話
す
る

場
合

に
は
、
所
属

・
氏
名

を
名
乗

っ
て
か
ら

。
用
件

を
伝

え
る
嘔

と
し
て

お
り

ま
す
の

で
。
確
認

く
だ
さ

い
。
ま

た
、
不
審
な

場
合

に
は
即
答
せ

ず
、
一
度
電

話
を
切
り

、
折
り
返
し
連

絡
い
た

だ
き

ま
す
よ

う
お

願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
税

務
職
員

が
自

宅
に
お
伺

い

す
る
際
に
は

、
必
ず
身
分

証
明
欝
（
顔

写
真
入
り
）

を
携
帯
し
て

い
ま
す
の
で

氏

名
等
を
確

認
く
だ
さ

い
。

★
問
い
合
わ
せ
、
連
絡
先

福

島
税
務
署

｀
″（

５
３
４

）
3
1
2
1

年
末
年
始

水
道
工
事
当
番

年
末
年
始
の
水
道
修
繕

工
事
当
番
は
次
の
と
お
り

で
す
。

月 日�1 曾定店名 �電 語 番 号

12 29�.邨　斎　久　設 備�5肪･10
12 29�:慨･　後 藤　設　備�5- 田

12 匐�国見ガス住宅設備･,株,･�585･2137

｀2 31�1¥一国　見 設 備�5 -

ｌ　ｌ �有一後　藤　設 惆�5 ･ 318

１　２�濕　斎　久　設　備�･  10

１　３�田見ガス住宅設四111:�5a･2137

１　４�n･　国　見 験　備�585-;XXS3

あ
つ
か
し
山
ビ
ッ
グ
ツ
リ
ー

ビッグツリー点灯期問
12 / 23～1 ／2

12月23日　 グリ ーンアリーナ923
午後１時～　　 催しいっぱい

午後４時45分～ 点灯式

午後５眄～　　 花火打ち上げ
【お問い 合 わせ 】

国見トライアングル・クラブ
佐藤??(  585 )

製造事業者の皆様へ

統計調査にご協力ください

12月31日現在で、次の統計調査が同

時に行われます。

・ 平成13年工業統計調査

〈製造事業所の実態を調査〉

・平 成13年石 油等消費構造統計調査

く従業貝30人以 上の製造事業所の石

油等の消費実態を調査〉

本年12月から来年 １月にかけて調査

員がお伺いします。記入いただいた内

容については統計法に基づき 秘密が厳

守さ れますので、正確な記入をお願い

します。

年
末
年
始
の

ゴ
ミ

収
集
に
つ

い
て

年

末
の
ゴ
ミ
収
集

は
十

．
．月
一
．
十

八
日
ま
で

、
年

始
は

‐‐‐
月

四
口
か

ら
と
な

り
ま
す
．

ま
た
、

．
月

の

粗

大

ゴ

ミ

収

集

は

九
日

（
水

）
と

し
ｔ

三
日
（
水

）

と
な
り
ま
す
．

な
お

、
十

．
．月

二
十

九
・

ミ
ト
日

に
限

り
、
燃
え

る

ゴ
ミ
、
燃
え

な
い
ゴ
ミ
、

粗
人
ゴ
ミ
を
直

接
衛
生
処

理

組
合
浦
掃
セ

ン
タ
ー
に

搬
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま

す
．

詳
し
く
は

ゴ
ミ
収
集

カ
レ
ン
ダ
ー

、
ま
た
は
左

記

へ
連
絡
く
だ

さ
い
．

★
問
い
合
わ
せ
、
連
絡
先

住
民
課
生
活
環
塊
係

－`（
５
８
５
）
2
1
1
6

【
お
詫

び
と
訂

正
】

広
報
く
に
み
十
一
月
号

八
頁
、
左
ド
の
『
農
林
水

産
人
臣
感
謝
状
』
の
な
か

で
、
表
彰
者
を
星
野
寛
さ

ん
と
表
記
し
ま
し
た
が
、

一

し
く
は
。
星
野
廣
さ
ん

の
誤
り
で
す
。
お
詫
び
し

て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

結
婚

お
め
で

と
う

鈴
木
　
孝
治
ノ

鈴
木
　
文
子
丿

渋
谷
　
憲
道
丿

馬
場
　
紀
子
ご

川
　
内

光
明
寺

誕

生

お

め

で

と

う

寺

島
　

英

治

．
ご
（
泌
宗
山
東
）

康

守
ｊ

・

ロ
サ
リ
オ

ー
テ

ラ
シ
マ

ー
フ
ェ
リ
シ
ダ
ッ
ド
さ
゛

角

田

あ

ゆ

な
ノ

（
泌
宗
山
内
）

健

司

ご

・

と
し

子

丿

村

上
　

了
雜

／
（

山
崎

北

）

真

一
ｊ

・
美

和

子

丿

菊

地
　

力

斗

／
（
第
　
1
0

）

洋

一
ｊ

・
典

子

ご

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

岩

崎
　
　

μ
j
6
6

（

第

に

）

松

浦

シ

ゲ

子
j
5
3

（

高

城

）

阿

部
　

松

夬

丿
7
1
（

貝

田

）

占

田
　

利

明

ヅ
6
6

（

山

崎

北

）

鈴

木
　

キ

ヨ

ｙ

Ｓ

（

貝

田

）

霜

山
　

喜

て
6
6

（

山

崎

舘

）

佐

藤
　

サ

ク

ご
9
1
（

貝

田

）

栗

原
　

則

男

ご

貂
（

駅

前

）

高

橋
　

チ

ヨ

ご
7
6
（

錦

町

）

（

１１

月

３０

日

当

町

届

出

分

ま

で

）

掲載を希望さ れない方は 。届け出の際にお申し出下さい。

1月の心配ごと相談

15日火I 占Ⅲ　 唸ぺ
IJ･ 仔心ｆ ‰

25日ｔ 菅野Ｓ 一11;へ

野U　I モヽ气

●場所 役場Ｃ 附）柤温室

●時間 ’Ｆ前９畤～IEＴ

人 口と世 帯

11 月１日現在

人口1  れ 097人(   ー14 )

男5  , 359人( -14 )

女5.738 人(±Ｏ)

出生 ６人 死亡６人

転入18人 転出32人

世帯3  76 世帯（土Ｏ）



生涯学習

つうしん

国 見町 教育委員会生 涯学習課

( 観月台文化 センター)
魯(  585 ) 76 | FAX  ( 585 ) 27071

きれいな子供を

育てるには？

～子育て教室～

十

一
月

三

十
口

に

開
か

れ
た

十

四
回

目
の
学

習

会
は
匸

兀
藤

田

保
育

所
で

長
年

幼
児

の
教

育

に
携

っ

て
き

た
木

口

絹
子
先

生

を
講

師

に
、「
き

れ

な

い
子
ど

も

を
育

て

る

に
は
」

を
テ

ー

マ
に

話
を

聞

き
ま

し
た

。

『
三
才

児

ま

で

の

家

庭

教

育

が
、

そ

の
子

の
人

間
性

の
上

台

を
育

て

る
』

と
一
づ一‥
わ

れ
て

い
ま

す
が

、
そ

の

大
亊

な
時

期
の

子

ど
も

た

ち
の
巾

に

「
行

助
が

荒

っ
ぽ

く

、
自

己
中

心
的

な
傾

向

が
強

く

、
ち

よ

っ
と
し

た
こ

と

で
き

れ

て
し

ま
う

子
が

増

え
て

い
る
」

と

い
う
状

況
が

新
聞

な

ど
で

報

道
さ

れ
て

い
ま

す
。

木

口
先

生
は

①

対

話
と
体

話

を
密

に
し

よ

う
。

②
ほ

め
て

育

て

よ

う
。

③
信

頼
関

係

を
し

っ

か
り

つ
く

ろ

う
。

④
自

然
を

お

も
ち
ゃ

に

し
て

そ

だ
て

よ

う
。

の
四
点

を

柱

に
、
具

体

例
を

盛

り
込

み
な

か
ら

話

を
さ

れ
ま

し

た
。
発

達
段

階

に

お
け

る
愛

情

の
か
け

方

や
し

つ
け

方

等
に

つ

い
て

わ
か

り
や

す

い
説

明
と

受

講

唯

か
ら
は

好

評
で

し

た
。

『

お
料

理
は

、
手
間

ひ

ま
か

け

れ
ば

お

い
し

く
な

る
。

子
育

て

も
手
間

ひ
ま

か

け

れ
ば

間
違

い

な
し
』

と

の
先

生

の
言

葉
が

印

象

強

く
。「
い

い
お

話
が

聞
け

ま

し

た
。

こ

れ
か

ら

の
７

育
て

に

役

茫
て

ま

す
。
」
と
受

講

生
か

ら

お
礼
が

述

べ
ら

れ
ま

し

た
。

子
育
て
を
ふ
り
返
り
、
子
育

て
に
つ
い
て
考
え
る
い
い
機
会

に
な
っ
た
一
時
で
し
た
。

行事のお知らせ

17日(月) 子ども移動図番館(大木戸小)

18日(火) 阿津賀志学級｢美容教室｣

子ども移動図書館(藤田小１年)

19日(水) くにみ女性教室

｢フラワーアレンジメント｣

子ども移動図書館(藤田小２年)

21日(金) 子育て教室｢閉講式｣

22日(土) 親子映画館「トイストーリー２｣

10日(木) 阿津賀志学級｢寿委員会｣

子ども移動図書館(小坂小)

11日(金) 孫育て学級(大木戸地区)

13日(日) 平成14年成人式

15日(木) 子ども移動図書館( 大枝小)

パソコン教室 受講生募集
ワード中級編

期　 日　 １月２８日(月)､29( 火)､ ３０(水)､31( 木) 。
２月IEﾖ( 金) ／５回

場 所 国見町観月台文化 センター 演習室
時 間 午後７畤～９畤

定 員 ２０名( 定員 になり次第締め切り)

内 容 テキストボックス･ワードアート･オートシェイプ･ペイントなど
講 師 岩崎香織先生

受 飼料 無料 但しフロッピー及び消耗品 代として３００円

農業編

期 日　１月21日(月)､２２(火)。
２３(水) 24 (木)､２５(金)／５回

場 所 国見町観月台文化センター 演習室
時 間 午後7 畤～９時
定 貝 ２０名( 定貝になり次第締め切り)
内 容 メール、ホームページ作成の初歩、農業薄記など
碕 師 佐藤力先生
受講料 無料 但しフロッピー及び消耗品代として３００円

申込み　 生涯学習係へお申込みください 。（電話での申込み可）

1

2

月

1

月



観月台
文化情報

ＮＨＫ東北民謡
コンクール

１月２６日( 土)

予 選会10: ００～　県大会18: ００～

県大会の観覧には整理秀が必饗となります。
整理券申込先：往復はがきにＴ住所.ll氏名ａ電
話番号を記入の上、次に申込みください。

〒960 ｰ 85 罹馬市北五老内町 1 ｰ 5
ＮＨＫ槽島放送局「東北民謡コンクール｣ 観覧係

ファミリー

コンサート

｢あこ がれの

ヴァイオリン」

１月２０日( 日)

13: ３０～

小学生以上５００円

問い合 わせ●●● 生涯学讐課 文化振興(  5 日 5 ) 2676

墨
彩
画
を
学
ぶ

礎
彩
画
の
「
「

ガ
キ
絵
」
人
門
講
座
が
、

ｔ

。
月
卜
二
日
か
ら
ニ
ト

。
囗
ま
で
瓦
回

に
渡
っ
て
開
か
れ
ま
し
た
。

講
師
に
は
、
口
本
画
家
の
石
原
兄
雲
先

生
を
向
か
え
、
卜
瓦
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
筆
遣
い
や
、
色
遣
い
に
つ

い
て
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
年
賀
（

ガ

キ
の
図
柄
や
こ
け
し
、
カ
キ
を
使
っ
た
写

生
方
法
を
練
習
し
た
後
、
五
色
の
絵
の
具

に
墨
を
混
ぜ
合
わ
せ
、
ぼ
か
し
や
に
じ
み

の
技
法

を
学
び
ま
し
た
。

新しい本が届きました ～文化センター図書室～

【
一
般
図
書
】

＊
野
望
と
し
て
の
教
養
…
…
…
…
…
…
…
…
（
浅
羽
通
明
）

＊
地
名
の
歴
史
学
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
服
部
英
碓
）

＊
あ
な
た
は
ひ
と
り
じ
ゃ
な
い
…
…
…
…
…
（
大
平
光
代
）

＊
誰
も
知
ら
な
か
っ
た
英
国
流
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
秘
｛
ご

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
市
村
操
一
）

＊
将
棋
の
子
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
大
崎
哲
生
）

＊
一

刑
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
夏
樹
静
子
）

＊
信
長
燃
ゆ
上
・
下
…
…
…
…
…
…
…
…
（
安
部
觝
太
郎
）

＊
自
決
こ
こ
ろ
の
法
廷
…
…
…
…
…
…
…
…
（
澤
地
久
枝
）

＊
名
文
を
書
か
な
い
文
章
講
座
…
…
…
…
（
村
田
喜
代
子
）

＊
黄
砂
と
桜
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
安
西
篤
子
）

【
児
童
図
書
一

＊
緋
色
の
鑾
女
ア
ン
ナ
…
…
（
ト
レ
ー
シ
ー

ー
バ
レ
ツ
ト
）

＊
し
り
っ
ぼ
お
ば
け
…
…
…
（
ジ
ョ
ア
ン
ナ
・
カ
ル
ト
ン
）

＊
ほ
ら
、
き
の
こ
が
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
越
智
典
子
）

＊
子
ど
も
に
語
る
ト
ル
コ
の
昔
話
…
…
…
…
（
小
島
満
子
）

＊
森
の
ス
ケ
ー
タ
ー
・
ヤ
マ
ネ
…
…
…
…
…
…
（
湊
秋
作
）

＊
ふ
た
ご
前
線
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
高
科
正
信
）

＊
く
ま
っ
て
い
い
に
お
い
…
…
…
…
…
…
（
湯
本
香
樹
美
）

＊
ロ
ツ
コ
く
ん
ジ
ュ
ー
ス
の
ま
ち
へ
・
Å
に
し
ま
き
か
な
）

＊
ね
ず
み
く
ん
と
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
…
…
…
…
（
上
野
紀
子
）

＊
ふ
ぷ
き
の
あ
と
に
…
…
…
…
…
…
…
…
（
小
泉
る
み
子
）

★貸出し 冊数は5冊以内、南関は２週閾以内 です。

図書富を利用 する前に 、事務重 で受付をしてくださ い。

ス
ポ
ー
ツ

好成績で締めくくる

スポーツ少年ａ刄班iと戡哨 一乕胥?伝。

それぞれの 大会に 参加した国見町の

チームは 、好成 績でシーズンを締め

くくり まし た。

スポ少駅 伝では森汢野スポ少チー

ムが２位、小坂ス ポ少 Ａチームが４

位。郡内 一周駅伝では、国見町Ａチ

ームが 2  位に入賞し まし た。

ひのき舞台で活躍

三康県で開催された「スポレク2001
みえ」。この大会のパウ

ンドテニス競技に 鈴木孝雄さん、
鈴木一子さん、鵬原アキイさんが

福島県代表チームの一鰄として出
場しました。福島県チームは、ダ

ブルス戦で２位、チーム別対抗ラ
リー戦でﾌ 位に入賞しました。

募
集 卓球教室

リバイバルブームの墫球を楽し みましょう．

●日 時 ２月６日､１３日､２０日（３回･水曜日 ）

午後7  時 30 分～ 午後９畤

・切 所 観月台文化センター体育館

・対 象 町在住又は在勤の 方

●定 員 ３０人

・指導者 斎藤ハツ孑先生（元国 体選手）

・内 容 基本．応用．ゲーム

●申込先　 １月18 日 （金）まで． 社会体育係へ．

（電話での申込み可）

募

集
小学生のための

バレーポール教室
小学生にもできるバレーボールです。
●日 時　１月20日。２７日（２回･日曜日）

午前9 時 30分～午前11時３０分
・鳩 所 観月台又化センター体冐館
・対 象 小学３年生～６年生
・定 員30 人

●内 容 基本、応用、ゲーム
・申込先　１月川 日（金）まで、小学校を通じて

社会体育係へ｡（電話での甲込み可）



事故絶滅を誓う
国見町桑折町 交通安全町民大会

国
見
町
・
桑
折
町
交
通
安
全

町
民
大
会
が
十
一
月
二
十
五
囗
、

観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
交
通
安

企
の
璽
要
性
を
認
識
、
明
る
く

住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
に
国
見
・
桑
折
両
町
か

ら
交
通
事
故
を

。
掃
す
る
こ
と

を
誓
い
あ
い
ま
し
た
。

交
通
安
全
功
労
者
と
し
て
国

見
町
か
ら
山
川
ヨ
ウ
さ
ん
（
鳥

取
）
と
村
上
譽
夫
さ
ん
（
第
八
）

が
、
優
良
団
体
と
し
て
㈲
与
鳥

建
材
工
業
が
衣
杉
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
嗔
故
防
止
コ
ン
ク
ー
ル

優
良
嘔
業
所
と
し
て
三
ト
ミ
団

体
が
表
杉
状
さ
れ
た
ほ
か
、
全

日
本
交
通
安
令
協
会
長
λ
彰
な

ど
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

人
会

で
は

、

渡
辺

臭
衣

さ

ん

（

森
江

野
小

六

年
）

が

「
交
通

安

令
と

私
の

家

族
」

と
題

し
て

提

言
し

た
ほ

か

、
安

全
協

会
藤

川

部
会

長
の

曳
地

義
信

さ

ん
か

ら
嘔

故

防
止

の

提
．Ｊ

が
あ

り
ま

し

た
。

最
後

に

「
町
民

一

人
ひ

と

り

が

嘔

故

絶

滅

へ

邁

進

す

る

」
と

し
た

人
会

穴

言
を

採
択

し
閉

会

し
ま
し

た

。

｢交通安全と私の家族｣
と題し提言を発表する

渡辺真衣さん

年末年始 交通安全

県民総ぐるみ運動

12 月10日～1 月7日(29日間)

新世紀
無事故でつなぐ

うつくしま

運動スローガン

重
点
事
項

①飲酒運転の追放

②夜間の交通事故防止

③シートベルトとチャイル
ドシートの着用の徹底

新春賀詞交歓会
新春の界開けにあた･廴 次によりr 賀

詞交歓会」を開催いたします。

日　畤 平成14年１月４日蚩
午後２時から

場 所JA 伊達みらい国見会館
会 費　￥1,(XX)円

参加 柵望の方は､ 国見町 役場 総務課( ま

た1む Ａ伊達みらい 、国見町 商工会) ま

で．会 費を添えて申込 みください．

【準備の郁合上.罕めに申込みください】

自動交付機を
ご利用下さい｡

お休 みの日 でも時問 外でも、「町民

カード」があ れば、自動交 付システム

で、住民票、印鑑証明書及び税関係証

明書の発行 が簡単にできます。どうぞ

ご利用く ださい。

休日でも
発行便利

設置場所と利用時問

↓殳冒罵而 �:
司見町役場(
住岬l●　
窓口荊j�

鰹阿台文化
センター　

｜f

亀話ポッ　
クス餡）

利用Ｍ゙ 　　　　 ｜

口-一合皿日 �８匐--le〔X〕�日3卜2! 譱-81J

爿7CC土日 祝日萼�8 ~ ﾜ〔X〕

ｓ文化センターでIJ蒟月蜀｜月竃日の休館日

;ぷ刊用できまt?ん．

年末年蚫の枕IFについて

12n3 ヨ～1月3日|こついては ､  ﾛ  交 !･1機

の莓勅lj休止ごｕ･（ いただきまｌ ．

利
用
に
は
「
町
民
カ
ー
ド
」
が
必
要
で
す

自
助
交
付
機
は
、
銀
行
な
ど
金
融
機
関

に
あ
る
現
金
自
動
支
払
機
と
同
じ
仕
組
み

の
機
械
で
す
。
こ
の
交
付
槻
を
利
用
す
る

と
き
は
、
一
人
ひ
と
り
専
用
の
カ
ー
ド
、

一
町
民

カ

ー
ド

』
が

必
要
で

す

。
町
民

カ
ー

ド
の
初

回
ひ

録
料

は
無

料
、
発
行

手
碗

き

は

住
民

課

戸

籍
住

民

係

に

お

い
て

平

口
８

時
3
0
分

か
ら

口

時

ま
で

受
け
付

け
て

お
り

ま
す

。

問い合わせ

住民課戸籍住民係　(  585 ) 2115



若
さ
あ
ふ
れ
る
プ
レ
ー

●
老
人
ク
ラ
ブ
運
動
会

第
1
3回
国
見
町
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
運
動
会
が
1
1月
1
4

日
観
月
台
文
化
セ

ン
タ
ー
体

育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
内
す
べ
て
の
1
9
老
人
ク
ラ

ブ
が
参
加
、
チ
ー
ム
1
0名
ず

つ
３
種
目
で
ポ
イ
ン
ト
を
争

い

、
若
さ
溢
れ
る
は
つ
ら
つ

プ
レ
ー

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し

た
。
結
果
は
山
崎
長
寿
会

が
優
勝
し
三
連
覇
を
達
成
、

準
優
勝
は
第
２

藤
田
長
寿
会
、

第
３

位
は
第
１

藤
田
長
寿
会

と
な
り
ま
し

た
。

自
衛
隊
音
楽
隊
演
奏
会

●
大
枝
地
区

ｎ

月
1
8日

、
大
枝
地
区
の

活
性
化
セ
ン
タ
ー
体
育
館
に

お
い
て
。
陸
上
自
衛
隊
福

島

駐
屯
地
音
楽
隊
を
招
い
て

演

葵
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
両

少

年
育
成
町
民
会
議
大
枝
地

区
推
進
協
議
会
（
鈴
木
一
男

会
長
）

が
主
催
し
た
も
の

で
、

例
年
地
域

が
一
体
に
な
れ
る

催
し

が
企
画

さ
れ
、
今
年
は

演
奏
会
の

開
催
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の

あ
と

地
区
の
婦
人

た
ち
が
調
理
し

た
イ
モ
煮

が

振
舞
わ
れ
ま
し

た
。

各
種
表
彰
受
賞
者
を
た
た
え

祝
賀
会

各
種
表
彰
受
賞
祝
賀
会
が
1
2

月
４
日
、
Ｊ
Ａ

国
見
会
館

で

開
催
さ
れ
、
町
定
例
表
彰

者
や
各
種
表
彰
受
賞
者
を
た

た
え

ま
し
た
。
発
起
人
を
代

表
し

冨
永
町
長

が
、
各
分
野

で

の
な
だ
た
る
功
績
に
は
た

だ
頭
が
下

が
り
ま
す
と
敬
意

を
表
す
る
と
、
表
彰
・
受
賞

者
を
代
表
し

野
村
和
夫
さ
ん

が

「
感
激
を
忘
れ
ず
精
進
し

て

ま
い
り
ま
す
。
」
と
決
意
を

述
べ
ま
し
た
。

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯

犯
月

初
め
か
ら
各
商
店
の

店
先
に
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン

が
点
灯
し

ま
し

た
。
町
商
工

会
商
業
部
が
、
町

を
明
る
く
、

潤
い
を
と
設
圓
し

た
も
の
で
。

「
お
買
物
は
町
内
で
」
と
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。
各
店
ご

と
に
花
や
リ
ー
ス
な
ど
趣
向

を
凝
ら
し
た
飾
り
つ
け
が
施

さ
れ
、
来
年
１
月
末
ま
で
明

り
を
灯
し
、
買
い
物
客
や
道

行
く
人
を
あ
た
た
か
く
迎
え

て

く
れ
ま
す
。

▲「いも ほり」

藤田幼稚園　高橘佝花さん

▼「花瓶丿

森江野幼稚園児合作

▲「夢の花畑」

藤田幼稚園　渡邊茜さん



国の｢新ふる

さとマイホーム推

進事業｣ として、国見町

がしっかり開発造成しました。

だ から 安 心 、格安 です。

クリーンな街づくり下水逆完備

Ｕ めやすい鮭９ 力見逃せない脂 り 涓 から

哽 みで勁 が遇べる7垪 刈躋 のゆとりの膸

人にやさしい街
段差のない巾道と歩道

ソーラー街路灯採川

分譲地内に憩いの緑地公園が4ヵ所も

子供も禹齟者も

安心して蕃らせる飢

町汨1ﾐ宅50戸I内ｼﾙ ﾊﾞｰﾊｳ

ｼﾞﾝｸ炉゙ 建築巾

国見町がしつかり支援

ニュータウン分譲斡旋奨励金支

暖事業として分譲の斡旋を頂い

た場合、１区画あたり30 万円が

支給されます｡

建てると有利

UIターン者建築推奨事

業として土地家屋に関

わる圃定貫産税１ヵ年

分が交付されます。

恵まれた

環境

ゆとりの
区画

国

見
Ｉ

Ｃ

、

藤
田

駅

ま
で

数
分

と

い

う
、

恵
ま

れ

た
立

地
条

件

を
活

か
し

、
４

ヵ

所

の
公

園
な
ど
、
ゆ
と
り
安
ら
ぎ
、

そ
し

て

快
適

性

を
集

大
成

し

た
街

、

国
見

ニ
ュ

ー

タ
ウ

ン
。

マ

イ
ホ

ー
ム

は

、
家

族
の

夢
、

将
来

を

描

く
も
の

だ

か
ら

、

何

よ
り

も

安
心

確
実

な

も
の

を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

国
見

町

が
国
土

交

通
省

の

裲

助
の

も

と
、
し

っ

か
り

造

っ

た
も

の

だ
か

ら

、
安
心

さ

ら
に
格
安
で
す
。

現
在
7
5区
画
を
分
譲
し
て
お
り
、

先
着
順

に
要
望
区

画
が
選

択
で

き
ま

す
。
建
築
期

間
の
制
限

は

無
く

、
将
来
予

定
さ
れ
る
子

供

さ
ん
等
の

た
め
に

も
購
入
い

た

だ
け

ま
す
。
こ
の

機
会
に
是

非

現
地
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

騨

細
は
下
記
へ

お
問
い
合

わ

せ
く

だ
さ
い

。
現
地
案
内

も
随

時
行

っ
て
お
り

ま
す
の
で

、
お

気
軽
に
連
絡
く
だ
さ
い

。

お申込み･お問い合わせ

国見町企画商工課  585-2927

編
集

発
行

国
見
町
　
総
務
課

〒
９
６
９
１
１
７
９
２

福
島
県
伊
達
郡
国
見
町
大
字

藤
田
字
一
丁
田
二
、
２
の
１

Ｔ

Ｅ

Ｌ

０

２

４

－
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８

５

‐

２

１

１

１

Ｆ

Ａ

Ｘ

Ｏ

２

４

１

５

８

５

↑

２

－

８

１

ｍ

・

　
ｍ

ａ

ｉ

　
に

　
ｋ

　
面

０

９
２

３

＠

怕
ａ

ｎ

ｓ

．
ｏ

ｃ
ｎ

．
ｎ

調

　
Ｐ
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